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中
国
の
古
典
医
籍
は
「
汗
牛
充
棟
」
と
言
い
表
さ
れ
る
よ
う
に
、

そ
の
数
は
お
び
た
だ
し
い
。
こ
の
よ
う
な
莫
大
な
医
籍
は
中
国
伝

統
医
学
が
他
の
世
界
の
い
か
な
る
伝
統
医
学
よ
り
当
代
ま
で
継
続

さ
せ
て
い
る
一
因
と
も
い
え
る
。
そ
こ
に
は
数
千
年
以
来
、
安
定

し
た
漢
語
文
法
、
お
よ
び
時
代
に
従
っ
て
変
化
し
、
受
け
継
れ
た

単
語
に
よ
る
影
響
が
大
き
い
。

一
般
に
、
漢
語
で
は
単
字
か
ら
単
語
へ
変
化
す
る
の
は
、
言
語

が
発
展
す
る
特
徴
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
古
代
の
書
籍
を

う
ま
く
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
医
学
術
語
も
例
外
で

は
な
く
、
常
に
変
化
し
、
古
代
か
ら
当
代
へ
続
い
て
い
る
。
こ
こ

で
は
歴
史
的
に
注
目
さ
れ
て
い
な
い
特
有
な
現
象
に
つ
い
て
、
例

を
挙
げ
て
み
よ
う
。

１
、
厭
『
説
文
解
字
』
に
は
「
厭
、
蛍
気
也
・
」
「
素
問
」
瘡
論

篇
第
三
十
五
「
肺
素
有
熱
、
気
盛
於
身
、
蕨
逆
上
肺
。
」
漢
・
劉
煕

30

古
典
医
書
に
お
け
る
字
か
ら
詞
へ
変
化
例

郭'）

ｊ２

秀
梅
・
加
藤
久
幸

「
釈
名
』
に
は
「
厭
、
逆
気
従
下
厭
起
上
行
入
心
脅
也
・
」
つ
ま
り

「
厭
」
の
意
味
は
本
来
、
気
が
上
方
へ
逆
に
の
ぼ
る
こ
と
を
指
す
。

さ
ら
に
、
そ
の
意
味
は
、
身
体
下
部
か
ら
上
部
に
進
む
病
状
を
厭

逆
と
称
し
て
い
る
。

２
、
疸
「
説
文
解
字
」
に
は
「
疸
、
黄
病
也
。
」
『
素
問
」
平
人

気
象
論
第
十
八
「
溺
黄
赤
安
臥
者
黄
疸
。
」
「
疸
」
の
意
味
は
本
来
、

黄
色
の
病
で
あ
る
。
後
世
に
「
黄
」
を
付
け
、
「
黄
疸
」
と
変
化
さ

せ
て
、
疸
の
意
味
を
示
す
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
酒
疸
・
女
労

疸
・
穀
疸
・
黒
疸
な
ど
に
分
類
さ
れ
、
「
疸
」
の
意
味
は
拡
大
し
た

と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
疸
は
、
庫
、
瘡
と
混
用
さ
れ
る
記
載

が
多
く
存
在
し
て
い
る
。

３
、
喘
「
説
文
解
字
」
に
は
「
喘
、
疾
息
也
。
」
『
素
問
」
五
閲

五
使
第
三
十
七
「
故
肺
病
者
、
喘
息
鼻
張
。
」
現
在
、
喘
息
が
病
名

に
な
っ
て
い
る
の
は
長
い
歴
史
的
な
変
化
を
経
た
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
喘
息
病
が
「
周
礼
』
「
上
気
疾
」

は
喘
息
の
最
も
古
い
用
例
と
考
え
ら
れ
る
。

４
、
癌
『
説
文
解
字
」
に
は
「
癌
、
積
血
也
・
」
段
玉
裁
注
「
血

積
於
中
之
病
也
・
」
『
武
威
漢
代
医
簡
」
に
は
「
當
出
血
久
癌
図
」

が
あ
り
、
「
傷
寒
論
」
弁
陽
明
病
豚
証
井
治
第
八
「
不
大
便
者
、
有
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７
、
痒
『
説
文
解
字
」
に
は
「
癖
、
風
病
也
・
」
「
霊
枢
』
熱
病

第
二
十
三
「
痒
之
為
病
也
、
身
無
痛
者
、
四
肢
不
収
。
」
ま
た
、

『
諸
病
源
候
論
」
風
癖
候
「
風
痒
之
状
、
身
体
無
痛
、
四
肢
不
収
。
」

血
・
」
癌
の
積
血
が
原
意
を
も
つ
た
め
癌
血
・
癌
熱
な
ど
の
表
現
法

も
生
じ
た
。
ま
た
、
癌
が
泥
と
通
用
す
る
説
も
あ
る
。

５
、
痔
は
痂
の
俗
字
と
さ
れ
、
『
説
文
』
に
は
「
痂
、
腹
中
急
痛

也
・
」
「
金
置
要
略
』
婦
人
妊
娠
病
豚
証
井
治
第
二
十
「
婦
人
懐
妊
、

腹
中
汚
痛
。
」
汚
痛
は
ま
た
絞
痛
・
傲
痛
・
攪
痛
に
作
る
。
「
小
品

方
」
の
激
痛
、
「
諸
病
源
候
論
』
の
汚
痛
、
『
外
台
秘
要
方
」
の
絞

痛
な
ど
、
即
ち
、
ヨ
ｇ
」
に
痛
を
付
け
て
詞
を
形
成
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
表
現
は
さ
ま
ざ
ま
な
古
医
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る

が
、
腹
痛
の
症
状
に
限
り
用
い
ら
れ
て
い
る
。

６
、
喝
『
玉
篇
」
に
は
「
喝
、
中
熱
也
・
」
「
傷
寒
論
』
弁
痙
湿

喝
豚
証
第
四
「
太
陽
中
喝
者
、
発
熱
悪
寒
。
」
「
金
置
要
略
』
雑
療

方
第
二
十
三
「
綻
喝
人
膀
．
」
『
漢
書
」
武
帝
紀
に
は
「
夏
大
卑
、

民
多
喝
死
美
。
」
の
用
例
が
あ
り
、
師
古
は
「
喝
死
、
中
熱
而
死
也
・
」

と
注
釈
し
て
い
る
。
「
傷
寒
論
』
と
『
金
置
要
略
』
に
喝
・
中
喝
が

併
存
し
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
時
代
よ
り
混
用
し
て
い
た
こ
と
を

想
像
さ
せ
る
。

こ
の
記
載
は
中
風
後
遺
症
を
定
義
し
て
い
る
。
『
霊
枢
」
の
時
代
か

ら
下
り
晴
代
に
は
、
既
に
用
語
の
変
化
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
用
例

の
如
く
明
ら
か
で
あ
る
。

以
上
の
例
か
ら
、
い
ず
れ
も
、
一
宇
に
含
ま
れ
て
い
た
本
来
の

意
味
が
二
つ
字
で
表
現
さ
れ
、
固
定
的
な
医
学
術
語
に
変
化
し
た
。

こ
れ
ら
の
派
生
語
に
よ
り
症
状
を
さ
ら
に
詳
細
し
て
い
る
。
逆
に

言
う
と
、
医
書
の
特
有
な
用
語
を
字
書
に
絞
っ
て
採
用
さ
れ
た
可

能
性
も
排
除
で
き
な
い
。
そ
の
ゆ
え
に
、
江
戸
期
の
学
者
達
は
「
字

書
に
基
づ
い
て
医
書
を
改
め
て
い
け
な
い
」
と
大
胆
な
主
張
を
し

て
い
る
。
こ
れ
は
中
国
学
者
が
言
え
な
い
問
題
と
考
え
ら
れ
る
。
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